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８ ダブルナット（アンカーボルト）の施工について 

 

（１）ダブルナットは、振動に対する緩み止めとして、二つのナットを使用してロックする一般な

方法である。 

（２）ナットには、１種（片面取り形）、２種（両面取り形）及び 3 種（両面取りの薄形）があり、

ダブルナットでは 2 種又は 3 種ナットを組み合わせて使用する。 

（３）ナットの組み合わせは下図のとおりであり、2 種ナット同士の組み合わせを採用する例が多

い。 

2 種と 3 種ナットの組み合わせ 2 種ナット同士の組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

注）2 種と 3 種ナットを上下逆に使用してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

注）2 種ナット同士では、ボルトの突出（ボルト全長） を

長くする必要がある。 

 

（４）ダブルナットでは、軸力を受けるのは上ナットになることから、上ナットのトルク管理をし

っかり行い締め付けるものとする。なお、3 種ナット（厚さが薄いナット）を上ナットに使用

してはならない。 

（５）ナットの締め付けは、次の手順で行わなければならない。特に手順３の作業を行わなければ

ダブルナットの機能が発揮されないので、適切に施工管理を行うものとする。 

手順１ 手順２ 手順３ 

 

 

 

 

 

 

 

  

下ナットを締め付ける 

 

 

上ナットを締め付ける 

トルク管理を行う 

上ナットを固定して、下ナッ

トを逆回転で突っ張るように

締め付ける。 

 

（６）上ナットのボルト先端は、ナットの外に３山以上出るようにしなければならない。 

 

  

ボルト→ 

←2 種ナット 

←3 種ナット 

←2 種ナット 

←2 種ナット 

ボルト→ 

3 山以上 


